
 
 

議案第１号 福島イノベ倶楽部規約改正（案）について 

 

 １ 改正理由 

 （１）理事（定数：若干名）について、後任者の就任を待たずして、任期満了

（退任）することを可能とするため。 

 （２）総会に出席できない会員について、書面をもって議決権を行使すること

を可能とするため。 

 

 ２ 改正内容 

   福島イノベ倶楽部規約（令和２年２月１９日施行）の一部を、別紙の新旧

対照表のとおり改正する。 
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福島イノベ倶楽部規約の一部改正新旧対照表（案） 

新 旧 

第１～４章  略 

第５章 役員及び顧問 

第８条～第１３条  略 

（任期） 

第１４条 役員の任期は２年とする。ただし再任を妨げない。 

２ 会長、副会長及び監事は、任期満了後においても、後任者が就任す

るまでは引き続きその職務を行う。 

３ 補欠により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする 

第６章  略 

第７章 会議 

第２０条  略 

（総会の定足数） 

第２１条 総会は会員の３分の１の出席がなければ議事を開き決議す

ることができない。 

（総会の表決） 

第２２条 総会の議事は、出席会員の過半数で決しなければならない。 

２ 総会に出席できない会員は、あらかじめ通知された事項につき、書

面をもって議決権を行使することができる。 

３ 前項の書面は、総会の開催の日の前日までに事務局に到達しないと

きは、無効とする。 

４ 第２１条及び第２２条の規定の適用については、第２項の規定によ

り議決権を行使した者は、総会に出席したものとみなす｡ 

第２３条～第２７条  略 

第８～９章  略 

附 則  略 
附 則 

 本規約は令和６年７月４日から施行する。 

第１～４章  略 

第５章 役員及び顧問 

第８条～第１３条  略 

（任期） 

第１４条 役員の任期は２年とする。ただし再任を妨げない。 

２ 役員の任期満了後においても、後任者が就任するまでは引き続きそ

の職務を行う。 

３ 補欠により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする 

 

第６章  略 

 

第７章 会議 

第２０条  略 

（総会の定足数） 

第２１条 総会は、会員の３分の１の出席がなければ議事を開き決議す

ることができない。 

（総会の表決） 

第２２条 総会の議事は、出席会員の過半数で決しなければならない。 

 

 

 

 

 

第２３条～第２７条  略 

第８～９章  略 

附 則  略 
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福島イノベ倶楽部規約（案） 

 
第１章 総則 

（名称） 
第１条 本会は、福島イノベ倶楽部（以下、「会」という）という。 
（事務局） 
第２条 本会の事務局は、福島県企画調整部福島イノベーション・コースト構想推進課

及び福島イノベーション・コースト構想推進機構内におく。 
 
第２章 目的 

（目的） 
第３条 本会は、福島イノベーション・コースト構想の目指す福島県の新たな産業基盤

の構築と効果波及に寄与し、併せて会員相互の繁栄と親睦を図ることを目的とする。 
 
第３章 事業 

（事業） 
第４条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 
 一 福島イノベーション・コースト構想の推進につながるビジネス創出 
 二 研究会、講演及び交流会の開催 
 三 その他前条の目的を達成するために必要な事業 
 
第４章 会計 

（会計） 
第５条 本会の経費は、会費、寄付金及びその他の収入をもってあてる。 
（事業年度） 
第６条 本会の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終える。なお、設

立時においては、設立日から翌年３月３１日までとする。 
（予算及び決算） 
第７条 本会の予算は、事業年度毎に事業計画書及び予算書を作成し、総会の決議を経

て定め、決算は毎事業年度終了後の監事の意見を付して総会の承認を得なければなら

ない。 
２ 前項の規定にかかわらず、総会決議前の年度当初の収入支出について、簡易かつ経

常的なものは会長の承認を得た上で執行することができる。 

 

3



第５章 役員及び顧問 

（役員） 
第８条 本会に次の役員をおく。 
    会長   １名 
    副会長 若干名 
    理事  若干名 
    監事   ２名 
（会長） 
第９条 会長は、理事会において理事のうちから選任する。 
２ 会長は、本会を代表し会務を統轄する。 
３ 会長は、副会長のうちから会長の職務を代理するものを指名することができる。 
（副会長） 
第１０条 副会長は、理事会において理事のうちから選任する。 
２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 
（理事） 
第１１条 理事は、総会において会員のうちから選任する。 
２ 理事は、理事会を組織し、会務の重要な事項を処理する。 
（監事） 
第１２条 監事は、理事会の承認を得て、会長が委嘱する。 
２ 監事は会計を監査する。 
（兼務の禁止） 
第１３条 理事及び監事は相互に兼ねることができない。 
（任期） 
第１４条 役員の任期は２年とする。ただし再任を妨げない。 
２ 会長、副会長及び監事は、役員の任期満了後においても、後任者が就任するまでは

引き続きその職務を行う。 
３ 補欠により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。 
（顧問） 
第１５条 本会に、顧問をおくことができる。 
２ 顧問は、学識経験者の中から、理事会の承認を得て会長が委嘱する。 
 
第６章 会員 

（会員） 
第１６条 本会の会員は、本会の趣旨に賛同し、かつ理事会の承認を得たものとする。 
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（正会員及び賛助会員） 
第１７条 本会の会員を正会員及び賛助会員に分ける。 
２ 正会員は、所定の会費を納入するものをいう。ただし、催告しても適当な事由が

なく会費が納入されない場合、会長の承認をもって会員の資格を失う。 

３ 賛助会員は、理事会の推薦により、会費を納入しないものをいう。 
（入会の手続き） 
第１８条 本会の趣旨に賛同し、入会を希望する者は、理事会の承認を得なければなら

ない。 
（脱会） 
第１９条 会員が本会を脱会するときは、あらかじめ理事会に届け出なければならない。 
 
第７章 会議 

（総会） 
第２０条 総会は、通常総会及び臨時総会とし、会長が招集して議長となる。 
２ 通常総会は、毎事業年度１回年度当初に開会する。 
３ 臨時総会は、必要に応じてこれを開催する。 
（総会の定足数） 
第２１条 総会は、会員の３分の１の出席がなければ議事を開き決議することができな

い。 
（総会の表決） 
第２２条 総会の議事は、出席会員の過半数で決しなければならない。 
２ 総会に出席できない会員は、あらかじめ通知された事項につき、書面をもって議決

権を行使することができる。 
３ 前項の書面は、総会の開催の日の前日までに事務局に到達しないときは、無効とす

る。 
４ 第２１条及び第２２条の規定の適用については、第２項の規定により議決権を行使

した者は、総会に出席したものとみなす｡（総会の付議事項） 
第２３条 次に掲げる事項は、総会の議決を経なければならない。 
 一 事業計画、収支予算及び事業報告、収支決算 
 二 理事の選任 
 三 その他本会運営に関する重要な事項 
（理事会） 
第２４条 理事会は、会長、副会長、及び理事をもって構成する。 
２ 理事会は、必要に応じて会長が招集し、会長が議長となる。 
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（理事会の定足数） 
第２５条 理事会は、これを構成するものの過半数の出席がなければ会議を開くことが

できない。 
（理事会の表決） 
第２６条 理事会の議事は、出席者の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。 
２ 会長は、簡易な事項または急を要する事項については、書面を送付して、賛否を求

め、その回答をもって理事会に代えることができる。 
（監事） 
第２７条 監事は、理事会に出席し意見を述べることができる。 
 
第８章 事務局 

（事務局） 
第２８条 本会に事務を処理する事務局を置く。 
２ 事務局に関する規定は、理事会において別に定める。 
 
第９章 規約の変更及び解散 

（規約の変更） 
第２９条 本規約を変更するときは、総会において出席者の３分の２以上の同意を得な

ければならない。 
（解散） 
第３０条 本会を解散するときは、総会において出席者の３分の２以上の同意を得なけ

ればならない。 
 
  附 則 
 本規約は令和２年２月１９日から施行する。 
  附 則 
 本規約は令和２年７月３１日から施行する。 
  附 則 
 本規約は令和３年７月８日から施行する。 
  附 則 
 本規約は令和４年６月７日から施行する。 

附 則 
 本規約は令和６年７月４日から施行する。 
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